
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

会 長 挨 拶 

伊藤善男会長  
 
 
 
 
 
 
 
 
前回の CLP で、「④クラブの枠を

超えてロータリーにおいて奉仕でき

る指導者を育成する」については、

現在・次期・元クラブ指導者は、 
◎ 効果的なクラブの要素に取り込

む長期計画を立案する。 
◎ クラブの活動計画と長期計画を

調和させる。 
◎ クラブの活動の情報を伝えるた

めの協議会を実施する。 
◎ クラブの内外のコミュニケーシ

ョンが図れるようにする。 
◎ 将来の指導者育成を確実にする

ために一貫した引き継ぎの継続

性を確保する。 
◎ 組織と指導者と責務を反映させ

るべく、細則に修正を加える。 
◎ 会員の親睦をさらに深めるよう

な機会を提供する。 
◎ 会員全員がクラブのプロジェク 

トや業務に活発に関与するように

する。 
◎ 以下を確実にする包括的な研修

を立案し、実施する。 
ａ.地区研修会に参加する。 
ｂ.新入会員のオリエンテーショ

ンを定期的に実施する。 
ｃ.現会員のための継続的教育の

機会を提供する。 
ｄ.全会委員が指導力育成プログ

ラムを受けることができるよう

にする。 
････以上です。 
 

委員会報告 
親睦委員会 渡辺成洋委員長 

 4 月 3 日に観桜夜間例会を開催し

ます。ロータリーバンドにエールを

送る春の宴にします。 
 
ガバナー補佐活動を振り返って 

岐阜 A 分区ガバナー補佐 
故金正司様 

 
 
 
 
 
 
 
 

皆さん、こんにちは。A 分区ガバナ

ー補佐をさせていただき、残す任期は

3 ヶ月となって参りました。そこで今

日は、各クラブの例会訪問を昨年 7 月

より 2～3 回させていただきました内

容から、参考になることをお話しさせ

ていただきます。 
第一にガバナー補佐の役割として、

RI 会長のテーマを中心に石井ガバ

ナーの地区目標の 4 項目について、

各クラブの会長・幹事さんに成果を

お尋ねすることです。例会では 1 時

間前に会場に出向き、その事を話し

合います。そして、例会での感想を

ガバナー事務局に報告します。例会出

席では、できるだけクラブアッセンブ

リーやフォーラムに日程を合わせ出

向きます。そうすることによってクラ

ブのクラブ運営と奉仕活動の度合い

が明確に分かります。先ず、例会場に

入り受付を済ませます。その時点で

S.A.A.の真価が発揮されます。帰りは

キチンとしたお見送りでクラブの体

質が分かるのです。Ａ分区の各クラブ

では、中クラブのように卓話中の雑談

はありません。事務局の動きも、1 時

間前に例会場に入り、キチンと準備を

されている職員さん等、様々です。例

会前、季節感のあるピアノ演奏曲も心

をなごませます。いずれにしましても

各クラブの活性化は、もっと進化させ 
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こころの中を見つめよう 博愛を広げるために 

明るく楽しい例会づくりで 
100％出席を目指そう 
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幹 事 加納永一朗 
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第１００３回 

平成２４年３月１３日(火) 

[点鐘]１２時３０分 

[ソング]我等の生業 

[ゲスト] 
[ビジター] 
 

 

[出席]会員総数34名（出席免除5名）

本日出席21名 61.76％ 
[行事] 

『ガバナー補佐活動を振り返って』

岐阜A 分区ガバナー補佐 
故金正司様 

担当 副S.A.A.

第１００５回 

平成２４年４月３日(火) 

[点鐘]１８時３０分 
[行事]観桜夜間例会 

担当 親睦委員会
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るべきだと思います。次年度、村橋ガ

バナーエレクトの CLP にかける思い

が理解できます。 
次に例会での気づきをまとめてみ

ました。 
（1）クラブ活動はクラブ奉仕と社会

奉仕が基本である。 
（2）ドラッガー風にロータリー活動

を棚卸ししてみる。 
（3）他クラブは委員会独自の会合を

もっている。 
（4）会員の減少により社会奉仕活動

が縮小されている。 
（5）他クラブの出席率は 95％平均、

中クラブはやっと 80％。 
（6）地区協議会は各クラブの委員会

へ事前の協議内容を知らせること

が必要。クラブの委員会は実働部隊

である。 
（7）ロータリーの「いろは勉強会」

の必要性を感じる。 
（8）AG･CC 会議においても発表会に

終わっている。そうではなく地区の

活性化のためテーマをもって AG･

CC ミックス会議にして欲しい。 
（9）クラブアッセンブリーでは委員

会報告が中心であるが、クラブ活性

化においての短所・長所をふまえた

協議が必要と感じる。 
（10）地区や自クラブを変えるのでは

なくロータリアン自身が変わらな

ければならない。 
ありがとうございました。時間が参り

ましたので、以上とさせていただきま

す。どうぞ例会は楽しみながら訓練が

受けられ、親睦の大切な場所です。次

年度、安田会長エレクトの理事会は燃

えています。皆さんの素晴らしい能力

と意識改革で 2630 地区を活性化いた

しましょう。 
 
会長エレクトセミナー（PETS）報告 

President-Elect Training Seminar 
安田高志次年度会長 

開催日時 平成 24 年 3 月 17 日（土）

10：00～16：30 
開催場所 大垣フォーラムホテル 
村橋元ガバナーエレクトが「次期

RI テーマと地区活動方針」の発表をさ

れた。RI 田中作次  次期会長の

2012-13 年度のテーマ「奉仕を通じて

平和を」それは、「平和」をどのよう

に定義するにしても、私たちは奉仕を

通じて平和をもっと現実に近づける

ことができる。 
地区内のクラブにおいて 

「RI 戦略計画」 
 1.クラブのサポートと強化。 
 2.人道的奉仕の重点化と増加。 
 3.公共イメージと認知度の向上。 
以上を優先項目でお願いします。 
2012-13年度2630地区 村橋元ガバナ

ーエレクトメッセージ「不易流行」 
地区活動方針 
1.ロータリーの不易 
 (1) 創始者ポール・P・ハリスの精神 
 (2) ロータリーの綱領 
 (3) 超我の奉仕 
 (4) 四つのテスト 
 (5) RI 会長テーマ「奉仕を通じて平

和を」 
2.ロータリーの流行 
 (1) クラブ・リーダーシップ・プラ

ン（CLP）導入で元気なクラブ

づくり。 
 (2) 会員基盤の増強と維持。 
 (3) 奉仕プロジェクト部門の重点化

を進め、クラブに見合った奉仕

活動。 
 (4) ロータリーの認知度の向上。 
3.ロータリー財団への支援 
 (1) 新地区補助金、グローバル補助

金、VTT 等に対応できる組織造

り 
 (2) ロータリー財団年次寄付 100％ 
 (3) ポリオ撲滅最終年度に向けて 
 (4) ロータリーカードの普及 
4.東日本大震災・福島原発事故への 
さらなる支援 

 地区内災害援助委員会の設置と基

金の設立と活用を検討。 
 
所感 
岐阜中ロータリークラブに CLP を

導入し、今期目標と長期目標を定め、

委員会活動がレベルアップする必要

性を強く感じました。 
村橋ガバナーエレクトが最後に福

沢諭吉の言葉を引用され、 
「とにかくやってみる。やる前から、

あれこれ言わない」 
と言われたのが心に響きました。 
次年度のクラブ活動に会員の皆様の

ご協力をよろしくお願いします。 
 
友情と奉仕の灯を 
スマイルボックス委員会 

★結婚記念日おめでとうございます★ 
森井脩次君 

 


